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10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
や
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に
、
第
46
回
田
子
町
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
会
の

屋
台
や
田
子
の
む
か
し
話
、
知
足
会
に
よ
る
お
茶
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
子
の
む
か
し
話
で
は
、
長
坂
集
落

が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
「
ぬ
の
が
ら
み
」
や
、
関
の
洞
圓

寺
入
口
の
地
蔵
に
ま
つ
わ
る
「
石
地
蔵
物
語
」
が
紙
芝
居

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
三
戸
消
防
署
田
子
分
署
に
よ
る
消
防
展
や
、

児
童
生
徒
ら
に
よ
る
絵
画
や
習
字
、
高
齢
者
に
よ
る
陶
芸

や
俳
句
と
い
っ
た
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
第
32
回
青

森
県
高
校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
で
、
田
子

高
校
郷
土
芸
能
部
が
４
年
連
続
６
度
目
の
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
年
８
月
に

富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
第
36
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

最優秀賞に輝いた郷土芸能部

観客を魅了した「ナニャドヤラ」

「鶏舞」を優雅に舞う生徒

←笛作り体験をする
子どもたち。なかな
かうまく鳴りません

→子どもたちに
マスコットを配り、
防災を呼びかける
消防署員

第
46
回　

田
子
町
文
化
祭

快
挙
！

田
子
高
校
が
４
連
覇
達
成



2今月の話題・トピックス

平
成
23
年
度
田
子
町
表
彰

条
例
被
表
彰
者

◎
貯
蓄
、
納
税
、
消
防
及
び
統

計
に
貢
献

【
第
２
条
第
１
項
第
11
号
該
当
】

▽
消
防
に
貢
献

　

村
木
勉
（
57
歳
・
細
野
）

　

消
防
団
員
30
年　

副
団
長

◎
寄
付
金
員
１
０
０
万
円
以
上

【
第
２
条
第
１
項
第
12
号
該
当
】

▽
㈱
や
ず
や
代
表
取
締
役
会
長

　

矢
頭
美
世
子
（
63
歳
・
福
岡

県
）　

町
発
展
と
町
民
の
幸
せ

の
た
め
多
額
の
金
員
を
寄
付

（
寄
付
金
額　

１
０
０
０
万
円
）

▽
㈱
未
来
館
代
表
取
締
役
社
長

　

西
野
博
道
（
64
歳
・
福
岡
県
）

　

年
末
年
始
の
大
雪
被
害
に
対

し
町
に
多
額
の
金
員
を
寄
付

（
寄
付
金
額　

３
０
０
万
円
）

願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た

村
木
勉
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
誠

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
日

の
受
賞
の
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
町
の
安
全
の
た
め
に
努

め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
役
場
で
平
成
23

年
度
田
子
町
表
彰
条
例
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。は
じ
め
に
、

中
村
見
俊
町
総
務
課
長
か
ら

「
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
町
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
に
尽
力
な
さ
っ
た
こ
と
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お

平
成
23
年
度
田
子
町
条
例
表
彰
式

生
徒
ら
の
一
生
懸
命
な
歌
声
は

ホ
ー
ル
に
こ
だ
ま
し
、
来
場
者

の
心
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞　

３
ー
Ｂ

▽
優
秀
賞　

３
ー
Ａ

▽
優
良
賞　

２
ー
Ａ

▽
指
揮
者
賞　

白
澤
恵
李
華

（
３
ー
Ａ　

自
由
曲
）

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら

に
ん
に
く
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
田
子

　

10
月
16
日
、
田
子
町
観
光
協

会
（
蹴
揚
清
見
会
長
）
主
催
の

に
ん
に
く
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
田

子
“
２
０
１
１
”
が
行
わ
れ
ま

心
に
響
く
歌
声

田
子
中
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

10
月
16
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
平
成
23
年
度

田
子
中
学
校
校
内
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒

ら
は
客
席
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
か

け
た
来
場
者
の
前
で
、
課
題
曲

で
あ
る
「
心
の
中
に
き
ら
め
い

て
」
と
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
の
自

由
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
唱
の
前
に
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
に
か
け
る
意
気
込
み

や
当
日
ま
で
の
練
習
過
程
が
ア

ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

ク
ラ
ス
も
初
め
は
ま
と
ま
ら
ず

に
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

ト
ピ
ッ
ク
ス

オープニングの全校合唱

条例表彰を受賞した村木さん（右から２人目）

15キロを歩き、充実した笑顔でピース



　
3 トピックス

　

10
月
23
日
、「
愛
～
今
、
青

春
時
代
～
」
を
テ
ー
マ
に
平
成

23
年
度
田
子
中
学
校
文
化
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
教
室
で
は

国
語
展
や
技
術
家
庭
科
展
な

ど
、
生
徒
ら
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
学
年
展
で
は
今
年
の
行
事

の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
を
展

示
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
発
表
で
は
、
田
子
神
楽
や

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
演
劇
「
夢
か
ら
醒

め
た
夢
」
で
は
、
生
徒
ら
が
一

生
懸
命
に
役
を
演
じ
、
笑
わ
せ

た
り
驚
か
せ
た
り
と
、
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
讃
え
感
謝
状

伝
達

　

10
月
24
日
、
役
場
公
室
で
北

千
葉
萬
壽
雄
校
長
ら
が
役
場
を

訪
れ
、
２
件
の
表
彰
を
町
に
報

告
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
青
森
県
歯
科
保

健
表
彰
式
で
は
、
学
校
歯
科
保

健
優
良
校
中
規
模
校
の
部
で
県

１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
岩
間

文
子
養
護
教
諭
は
「
４
月
の
健

診
時
に
は
合
計
２
１
７
本
あ
っ

た
虫
歯
が
、
10
月
に
は
合
計
99

本
ま
で
減
り
ま
し
た
。
虫
歯
治

療
無
料
化
の
影
響
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
度
県
学
校
保

健
・
学
校
安
全
・
学
校
給
食
関

係
表
彰
式
で
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
県
学
校
給
食
表
彰
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
衛
生
面
を
第

一
に
考
え
、
食
育
な
ど
を
給
食

セ
ン
タ
ー
中
心
で
行
っ
て
き
た

活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

田
子
保
育
園
児
が
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
パ
レ
ー
ド

　

10
月
31
日
、
田
子
保
育
園
の

さ
く
ら
組
と
す
み
れ
組
の
園
児

ら
が
、
マ
ン
ト
や
と
ん
が
り
帽

子
な
ど
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装

を
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
園
児
ら
が
見
え
る
と
、
保

護
者
か
ら
は
「
か
わ
い
い
！
」

と
歓
声
が
あ
が
り
、
歩
い
て
く

る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
、
用
意
し
て
い
た
お
菓
子
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
ら
は
役
場
を
訪

れ
、「
い
つ
も
お
仕
事
ご
苦
労

さ
ま
で
す
」
と
感
謝
の
手
紙
を

職
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

し
た
。
４
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、
町
内
外
か
ら
約
70
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら

は
、
関
や
す
ら
ぎ
の
駐
車
帯
か

ら
み
ろ
く
の
滝
ま
で
歩
き
昼
食

を
済
ま
せ
、
そ
の
後
、
駐
車
帯

ま
で
戻
る
約
15
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
各
自
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し

た
。
今
回
で
３
回
目
と
い
う
八

戸
市
か
ら
の
参
加
者
は
「
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
の
お
昼
ご
飯
が
豪

華
で
う
れ
し
か
っ
た
。
来
年
も

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
満
足
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
式
で
は
、
参
加

記
念
品
と
し
て
全
員
に
集
合
写

真
と
た
っ
こ
に
ん
に
く
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

田
子
中
学
校
文
化
祭

村
弘
子
さ
ん
（
68
歳
・
南
側
）

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
北
村
さ
ん
は
、
９

月
30
日
に
人
権
擁
護
委
員
を
退

任
さ
れ
る
ま
で
の
12
年
に
わ
た

っ
て
、
町
民
の
人
権
相
談
や
人

権
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
人
権
委
員
と

し
て
各
小
学
校
で
教
育
活
動
を

行
い
、
人
権
擁
護
事
業
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃

え
、法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
、

青
森
人
権
擁
護
委
員
会
と
八
戸

人
権
擁
護
協
議
会
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
子
小
学
校
と
給
食
セ
ン

タ
ー
が
表
彰
を
報
告

　

10
月
24
日
、
田
子
小
学
校
の

文化祭を盛り上げた劇「夢から醒めた夢」

表彰を受ける北村さん

白澤給食センター所長（左）と古田和子学校栄養士

表彰を報告した千葉校長（中）と岩間養護教諭（左）

かわいい仮装でパレード



4トピックス

て
防
災
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
田
子
町
小
中

高
合
同
音
楽
祭

　

11
月
４
日
、
田
子
中
学
校
で

田
子
町
小
中
高
合
同
音
楽
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
部
構
成
の

第
１
部
で
は
、
小
学
生
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
や
、
中

学
生
に
よ
る
調
和
の
取
れ
た
力

強
い
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、
田
子
高

校
と
田
子
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
合
同
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

「
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・
モ

リ
！
」
を
演
奏
し
て
い
る
時
に

は
会
場
か
ら
手
拍
子
が
起
き
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

全
員
で
「
青
い
森
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
斉
唱
し
、
音
楽
祭
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
を
味
く

ら
べ　

第
２
回
ど
ん
ぶ
り

選
手
権

　

11
月
６
日
と
７
日
の
両
日
、

八
戸
市
の
八
食
セ
ン
タ
ー
で
行

救
助
救
出
訓
練
で
は
、
油
圧
式

ス
プ
レ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
事
故

車
両
の
扉
を
こ
じ
開
け
、
中
の

人
を
救
助
す
る
消
防
署
員
の
姿

に
、
参
加
者
ら
は
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

終
了
式
で
は
、
山
内
秀
夫
三

戸
消
防
署
田
子
分
署
長
か
ら
、

「
各
担
当
部
署
で
の
給
水
・
給

食
・
中
継
送
水
な
ど
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
全
国
各
地

に
お
い
て
自
然
災
害
で
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
地
域

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
田
子

は
自
然
災
害
の
多
い
地
域
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
対
策
の

怠
り
が
大
き
な
災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。
住
民
が
主
体
と
な
っ

立
て
じ
ゅ
う
ね
油
の
味
見
を
し

ま
し
た
。「
甘
か
っ
た
」
や
「
卵

の
白
身
の
味
が
す
る
」
な
ど
と

話
し
、
何
度
も
味
見
を
し
て
い

ま
し
た
。

地
域
の
安
心
安
全
の
た
め

田
子
町
総
合
防
災
訓
練

　

11
月
１
日
、
上
郷
公
民
館
周

辺
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
で
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
し
、
土
砂
崩
れ
や

火
災
、
車
両
事
故
が
起
き
た
と

い
う
想
定
で
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
各
消
防

団
や
三
戸
警
察
署
、
赤
十
字
奉

仕
団
な
ど
11
機
関
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
給
食
・
給
水
訓
練
や

初
期
消
火
訓
練
な
ど
、
自
分
た

ち
の
役
割
を
遂
行
し
ま
し
た
。

じ
ゅ
う
ね
の
脱
穀
体
験

農
業
ふ
れ
あ
い
教
室

　

田
子
小
学
校
で
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
「
農
業
ふ
れ

あ
い
教
室
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
年
生
の
児
童
ら
は
ジ
ュ
ネ
の

会
（
一
ノ
渡
尚
武
会
長
）
の

方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
、
５
月

か
ら
じ
ゅ
う
ね
（
エ
ゴ
マ
）
を

育
て
て
い
ま
し
た
。
10
月
31
日

に
は
、
10
月
中
旬
に
刈
り
取
り

乾
燥
さ
せ
て
お
い
た
じ
ゅ
う
ね

の
脱
穀
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
竹
の
棒
で
叩
い

た
り
、
枝
と
枝
を
ぶ
つ
け
合
っ

て
実
を
振
り
落
と
し
、
ふ
る
い

や
唐
箕
（
と
う
み
）
を
使
っ
て

枝
や
細
か
い
殻
な
ど
を
取
り
除

き
ま
し
た
。
脱
穀
の
後
に
は
油

搾
り
の
様
子
を
観
察
し
、
搾
り

ドアをこじ開け、救助訓練を行う消防署員

救助機器を持ち上げる上郷小の児童

清水頭小の児童による合奏「勇気100％」田子中の全校合唱「心の中にきらめいて」

田子町のブースに並ぶ来場者

搾りたてのじゅうねの味は？
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こ
丼
」
は
惜
し
く
も
準
グ
ラ
ン

プ
リ
で
し
た
。

平
成
23
年
交
通
安
全
青
森

県
民
大
会

　

11
月
７
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
平
成
23
年
交
通
安
全
青
森

県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
交
通
安
全
功

労
者
へ
の
表
彰
と
交
通
安
全
意

識
の
向
上
、
交
通
事
故
防
止
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
町
内
か

ら
は
５
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
・
表
彰
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
青
森
県
知
事
表
彰

長
・
青
森
県
警
察
本
部
長
連
名

表
彰

▽
交
通
安
全
功
労
者

三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支

隊
副
支
隊
長　

長
澤
壽
郎
（
野

月
・
63
歳
）

▽
優
良
交
通
指
導
隊
員　

特
別

精
勤
章　

三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支

隊
副
支
隊
長　

穂
積
倉
二
（
道

地
・
62
歳
）

●
㈶
青
森
県
交
通
安
全
協
会
長

表
彰

▽
優
良
交
通
指
導
隊
員　

三
級

精
勤
章

三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支

隊　

澤
口
豊
治
（
遠
瀬
・
61
歳
）

●
㈶
青
森
県
交
通
安
全
協
会
長

感
謝
状

▽
青
森
県
知
事
表
彰
運
転
者
配

偶
者

市
村
博
子
（
柴
倉
・
70
歳
）

田
子
幼
稚
園
生
活
発
表
会

　

11
月
９
日
、
田
子
幼
稚
園
で

平
成
23
年
度
生
活
発
表
会
ス
テ

ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
ら
は
元
気
よ
く
お
遊
戯
や

歌
を
披
露
し
、
進
行
役
も
務
め

ま
し
た
。
星
組
に
よ
る
お
遊
戯

「
ぼ
く
・
コ
ッ
シ
ー
」
で
は
、

力
い
っ
ぱ
い
腰
を
振
り
な
が
ら

わ
れ
た
第
２
回
青
森
県
ど
ん
ぶ

り
選
手
権
に
、
町
か
ら
は
田
子

町
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
出

店
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
前
回

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

「
に
ん
じ
ゃ
あ
丼
」
に
加
え
、

初
出
品
の「
田
子
に
ん
べ
こ
丼
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
狙
い
ま
し
た
。

　

６
店
舗
10
種
類
の
ど
ん
ぶ
り

が
出
品
さ
れ
る
中
、
前
回
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
「
八
戸
ば

く
だ
ん
」
と
「
田
子
に
ん
べ
こ

丼
」
に
は
、
そ
の
味
を
求
め
て

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
投

票
の
結
果
、「
八
戸
ば
く
だ
ん
」

が
２
連
覇
し
、「
田
子
に
ん
べ

▽
優
良
運
転
者

市
村
勝
男
（
柴
倉
・
73
歳
）

※
41
年
間
無
事
故
無
違
反

●
㈶
青
森
県
交
通
安
全
協
会

トピックス

美しい演奏に酔いしれた
チャリティーコンサート
　11月12日、タプコピアンプラザホールで青森県男
女共同参画センターオープンカレッジ「石亀協子 チ
ャリティーコンサート」が開催されました。第１部
では石亀協子さんのヴァイオリンと原田麻野さんの
ピアノによるチャリティーコンサートが行われ、来
場者は美しい音色に魅了されました。続く第２部で
は、石亀さんがヴァイオリンを始めたきっかけや、
プロの音楽家として活躍している現在の状況などを
話しました。「仕事と家庭のバランスはどのようにと
っていますか？」という質問に対し、「夫婦で同じ音
楽の仕事なので、お互いに理解し合えてバランスが
とれています。スケジュール管理はカレンダーに記
入し、協力し合って生活しています」と答えました。
　最後に石亀さんは「田子は思い出の土地です。そ
んな田子町でコンサートの機会を与えてくれてあり
がとうございました。これから寒さが厳しくなるの
でお体をお大事に、にんにくパワーで乗り越えまし
ょう！」とお礼を述べました。
　また、受付ロビーでは、東日本大震災被災地への
義援金を募りました。来場者の善意により集められ
た募金額は、8 0 , 4 5 3 円でした。この義援金は、日
本赤十字社田子町分区及び青森県支部を通じ日本赤
十字社へ送られ、被災した市町村へ分配されます。

貴重なお話を聞けたトークコーナー

演奏を披露する石亀さんと原田さん

受賞した市村さん（左）と穂積副支隊長
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人
が
表
彰
さ
れ
、
宮
村
純
吉
三

戸
地
区
交
通
安
全
協
会
田
子
支

部
長
か
ら
「
当
町
で
は
に
ん
に

く
に
ち
な
ん
で
無
事
故
２
２
９

０
日
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

日
で
６
２
６
日
で
す
が
、
今
後

も
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り

た
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
模
範
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
金
賞

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

下
田
宏
一
（
69
歳
・
西
舘
野
）

期
間　

33
年

中
沢
司
（
74
歳
・
矢
田
郎
）
期

間　

18
年

▽
銀
賞

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

お
ど
る
姿
に
、
保
護
者
ら
は
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
の
合
間
に
は
園
長
先
生

か
ら
、「
園
児
の
人
数
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
全
員
で

一
緒
に
で
き
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
な

ど
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
。

年
長
組
が
年
下
の
子
に
優
し
く

し
、
３
歳
児
も
上
の
子
の
行
動

を
見
て
覚
え
て
い
き
ま
す
。
田

子
幼
稚
園
は
少
人
数
の
良
さ
を

生
か
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
優
良
運
転
者

表
彰
式

　

11
月
11
日
、
役
場
で
平
成
23

年
度
優
良
運
転
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
４

尾
形
秋
男
（
83

歳
・
清
水
頭
）
期

間　

11
年

▽
銅
賞

（
５
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
）

山
市
忠
男
（
77

歳
・
清
水
頭
）
期

間　

５
年

がんばれ！ 田子町出身の若者たち☆
　10月11日から11月４日まで、幼稚園実習のために来町
した町出身の若者に、実習先の印象などをインタビュー
しました。

●森　この実（もり このみ）さん

　20歳、七日市出身

　東北生活文化大学短期大学部

　子ども生活専攻２年

◎実習先の印象
　田子幼稚園の卒園生なので、
　懐かしく思いました。緑豊かな広々とした幼稚園で、

先生方は明るくて優しく、子どもたちは元気に過ごし
ていました。また、園庭の遊具が増え、教室や廊下に
はペットボトルなどを利用した作品がたくさんあり、
素晴らしいと感じました。

◎町外で暮らして感じる田子町の良いところ
　人が優しくて温かいところです。知っている人もいる

ので、道で会ったら声をかけてくれます。

◎将来の目標
　幼稚園か保育園で、いつも元気で明るく、子どもの目線

で接することができる保育者になりたいです。

◎実習をしてみての感想
　毎日、子どもたちが「この実先生」と言ってそばに寄

ってきてくれたことがうれしかったです。生活発表会
が近かったので、一生懸命に練習をしている子どもた
ちを見ているととてもかわいくて、時間が過ぎるのが
早く感じられました。

　発表会の準備でお忙しい中、先生方にご指導していた
だき、ありがとうございました。

田子町期待の星☆
150㌔右腕吉田投手が大活躍
　今季行われた北東北大学野球秋
季リーグ１部リーグにおいて、防
御率 0 . 5 7 、７勝無敗の好成績を残
して青森大学７季ぶりの優勝に貢
献し、最優秀選手賞とベストナイ
ンに選ばれた田子町出身で青森大
学３年の吉田友

と も ひ ろ

大さん（雀ヶ平・
20歳）にお話を伺いました。

◎７季ぶりの優勝が決まったときの気持ちは？
大学に入って初めての優勝だったので、とてもうれし
かったです。

◎普段から投手として気を付けていることは？
栄養を十分とってゆっくり休む（寝る）ことです。

◎将来の目標は？
プロ野球選手

◎母校の後輩たちへメッセージ
目標を見失わず努力し続ければ夢を実現できると信じ
て、日々練習等に励んでください。

◎田子町の皆さんへメッセージ
一生懸命頑張りますので、応援よろしくお願いします。

左から山市さん、尾形さん、中沢さん、下田さん

月組の女の子による「ちょうのフラメンコ」

184㎝・88㎏と恵まれた体格の吉田投手
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公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
願
書
を
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
平
成
23
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
実
績

（
過
去
の
実
績
も
含
む
）
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
規
則

に
よ
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

第
38
回
新
春
書
き
初
め
大
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
書
き
初
め
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

１
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
集
合
時
間　

参
加
す
る
方

は
、
午
後
１
時
ま
で
に
会
場
へ

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
き
初
め
終
了
後
映

写
会
を
行
い
ま
す
。

田
子
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
推
薦
願
書
受
付
中

　

平
成
23
年
田
子
町
文
化
賞
・

文
化
賞
の
表
彰
の
種
類
は
文
化

賞
・
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励

賞
・
児
童
・
生
徒
文
化
奨
励
賞

で
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
種
類
は
ス

ポ
ー
ツ
大
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
で
す
。

　

審
査
会
は
２
月
上
旬
に
行

い
、
表
彰
式
は
平
成
24
年
２
月

23
日
（
木
）
中
央
公
民
館
で
行

う
予
定
で
す
。

　

な
お
、
推
薦
書
の
提
出
締
め

切
り
は
平
成
24
年
１
月
16
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

　

各
団
体
等
及
び
皆
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
成
人
式
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ

ん
か

　

平
成
24
年
１
月
８
日
（
日
）

田
子
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
参
加
募
集
中
で

す
。
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨年度スポーツ奨励賞を受賞したみなさん

大
盛
況　

平
成
23
年
度
田
子
神
楽
後
継

者
養
成
講
座
成
果
発
表
会

　

10
月
28
日
、

平
成
23
年
度

田
子
神
楽
講

座
成
果
発
表

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表

会
は
、
神
楽

講
座
受
講
生

の
成
果
発
表

会
の
場
と
し

て
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
は
、
中
央
公
民
館
テ
ラ
ス
で
午
後
５
時

30
分
か
ら
開
始
し
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

49
名
が
参
加
し
、
講
座
で
練
習
し
て
き
た
舞
（
権

現
舞
・
番
楽
・
笠
舞
・
傘
舞
・
盆
舞
）
と
、
お

囃
子
（
太
鼓
・
笛
・
鉦
）
を
、
肌
寒
い
中
元
気

い
っ
ぱ
い
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
し
た
。

盆舞を披露する受講生

義援金を寄付して
いただきました

　10月20日、清水頭小学校
から東日本大震災への義援
金17,185円を寄付していた
だきました。テレビやニュ
ースでまだまだ地震の影響
で大変な思いをしている
方々がいると知り、５・６
年生が中心となって義援金
を集めてくださいました。お
小遣いの中から寄付をして
くれた児童もいるそうです。
　この義援金は日本赤十字
社青森県支部を通じ、被災
地へ送られます。
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○
十
二
支
の
し
り
と
り
え
ほ
ん

○
も
て
な
し
ご
は
ん
の
ネ
タ
帖

○
本
格
お
せ
ち
料
理
入
門

○
十
二
支
の
年
賀
状
デ
ザ
イ
ン

７
５
０

○
四
季
の
茶
花
を
楽
し
む
冬

○
超
ビ
ギ
ナ
ー
の
た
め
の
新
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
基
礎
レ

ッ
ス
ン

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し

ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

　

楽
し
い
本
の
読
み
き
か
せ
と

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
を
行
い
ま

す
。
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

の
午
前
中
は
、
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
と
一
緒
に
、
図
書
館
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？

▼
対
象　

小
学
校
低
学
年
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

▼
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分

◎
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
内
容

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
折
り
紙
作
り

▼
日
時　

12
月
24
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分

◎
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
内
容

　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り

年
末
１
人
10
冊
貸
出
し
ま
す

▼
期
間　

12
月
15
日
（
木
）
〜

12
月
28
日
（
水
）

▼
内
容　

ど
な
た
で
も
１
人
10

冊
ま
で
貸
出

　

図
書
館
年
末
年
始
休
館
日
は

12
月
29
日
（
木
）
か
ら
１
月
４

日
（
水
）
の
７
日
間
で
す
。
利

用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
こ
の

休
館
日
の
２
週
間
前
か
ら
、
１

人
10
冊
ま
で
本
を
貸
出
し
ま

す
。
ご
家
族
で
た
く
さ
ん
の
本

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
年
始
の
休
館
中

は
本
を
返
却
す
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
な
る
べ
く
ご
利
用
に
な
ら

ず
、
１
月
５
日
（
木
）
以
降
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
情
報

「
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
」
特
集

「
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月

の
本
」
展
示
と
貸
出

　

さ
あ
楽
し
い
忙
し
い
年
末
年

始
が
や
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
や

十
二
支
の
お
話
を
、
大
人
向
け

に
は
お
も
て
な
し
料
理
本
、
年

賀
状
の
書
き
方
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
本
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ど
う
ぞ
図
書
館
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
ク
リ
ス
マ
ス
の
ふ
し
ぎ
な
は
こ

○
ね
ず
み
く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

●社会
▽はじめて読む「老いじ

たく」の本／馬場敏彰
／367バ

▽知りたくないけれど、
知っておかねばならな
い原発の真実／小出裕
章／543コ

●家政・料理
▽農家に教わる暮らし術

／590ノ
▽母譲りのきもの／593

ハ
▽常備菜／飛田和緒／

596ヒ
●映画
▽甦る相米慎二／778ヨ
●時代小説
▽鼠、夜に賭ける／赤川

次郎／913ア
▽古手屋喜十為事覚え／

宇江佐真理／913ウ
▽笑い三年、泣き三月。

／木内昇／913キ
▽待ち伏せ街道／蓬莱屋

帳外控／志水辰夫／
913シ

▽こいわすれ／畠中恵／
913ハ

▽おまえさん／上下巻／
宮部みゆき／913ミ

▽幽霊の涙／お鳥見女房
／諸田玲子／913モ

●ミステリー
▽転迷／隠蔽捜査４／今

野敏／913コ
▽警官の条件／佐々木譲

／913サ
▽十津川警部日本縦断長

篇ベスト選集11 ／西
村京太郎／913ニ

▽十津川警部箱根バイパ
スの罠／西村京太郎／
913ニ

▽はやく名探偵になりた
い／東川篤哉／913ヒ

▽境遇／湊かなえ／913
ミ

▽刑事の子／宮部みゆき
／913ミ

▽ハードラック／薬丸岳
／913ヤ

●そのほかの小説など
▽それでも彼女は歩きつ

づける／大島真寿美／
913オ

▽金米糖の降るところ／
江國香織／913エ

▽舟を編む／三浦しをん
／913ミ

●詩・エッセイ
▽百歳／柴田トヨ／911

シ
▽買わずにいられる？／

岸本葉子／914キ
▽独女日記／藤堂志津子

／914ト

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

12
月
の
図
書
館
行
事

▼
12
／
７
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
12
／
10
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ　

ク
リ
ス
マ
ス
の
折
り
紙

▼
12
／
24
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ  

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り

▼
12
／
24
（
土
）
〜
１
／
11
（
水
）

読
書
マ
ラ
ソ
ン

今日のお話は何だろう？

上手にできるかな〜



　
9 お知らせ
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

　問役場総務課企画振興グループ☎２０−７１１１

人権擁護委員交代のお知らせ
　これまで法務大臣の委嘱により人権擁護委員を務
めていた北村弘子氏が９月30日をもって退任されるこ
ととなりました。
　これに伴い、10月１日から川上幸子氏が新たに委嘱
されました。
　人権擁護委員は人権侵害についての相談や日常生
活での困りごと、遺産相続、近所などでのトラブル
等、無料で相談にのります。

▽氏名　川上 幸子（かわかみ さちこ）

▽住所　田子町大字田子字天神堂
　平５２−２
▽電話　３２−２２２３
問役場町民課住民環境グループ

☎２０−７１１３

12月のし尿、浄化槽汚泥のくみ取りについて
　三戸地区環境整備事務組合のし尿処理場では、例
年12月中旬から年末にかけて、施設の処理能力を上回
る量のし尿・浄化槽汚泥の搬入が予想されます。
　くみ取りを業者に依頼する際は、早めるか遅らせ
るかして、集中するこの期間をさけてください。
　なお、組合では、施設の処理能力以上のし尿・浄
化槽汚泥の搬入があった場合は、搬入の制限をさせ
ていただいております。住民の皆様にはご理解とご
協力をお願いいたします。

問三戸地区環境整備事務組合☎０１７８−７５−１４４９

役場等年末年始休業のお知らせ
▼12月29日（木）〜１月３日（火）
　田子町役場、町立田子診療所、タプコピアンプラ
ザ、せせらぎの郷、中央公民館、上郷公民館、農業者
トレーニングセンター
▼12月29日（木）〜１月４日（水）
　町立図書館
▼１月１日（日）
　田子町社会福祉協議会、老人デイサービスセンター
▼12月31日（土）〜１月３日（火）
  田子町老人福祉センター

ライターによる火災事故を防止しましょう！
　ライターの火遊びによる火災
を防ぐには、周囲の大人の注意
が欠かせません。
◎子どもの手の届かないところ

におきましょう。
◎子どもに触らせず、火遊びの

危険性を教えましょう。
◎不要なライターはきちんと捨てましょう。

※ガスが残存するライターの廃棄を原因とするごみ
収集車の火災事故等も発生しています。ガス抜き
をするなど、自治体のルールに従って正しく廃棄
しましょう。

※子どもの安全を守るためライター等の販売が規制
されます。購入する際には、ＰＳＣマークが表示
されているかどうかご確認ください。

問消費者庁消費者安全課☎０３−３５０７−９２０１

虐待を受けたと思われる
子どもを発見したときは
　虐待は子どもの心身の発達に大きな影響を与え、
社会全体で解決しなければならない重要な問題です。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、
ご自身が出産や子育てに悩んだときは、ためらわず
に連絡してください。

▼子どもの虐待についての
　連絡・相談の窓口
　田子町役場福祉課☎２０−７１１９
　八戸児童相談所☎０１７８−２７−２２７１



10お知らせ

青森県環境政策課からのお知らせ

もったいない・あおもりエコライフ宣言
に登録しませんか
●もったいない・あおもりエコライフ宣言とは？
　青森県では、ごみの減量とリサイクルの推進のた
め、平成20年度より「もったいない・あおもり県民
運動」を展開しています。県民や事業者、行政の各
主体が、取り組むべき内容を「もったいない・あお
もりルール」として策定し、推進していくこととし
ました。
　「もったいない・あおもりエコライフ宣言」は、「今
日からこのルールに取り組みたい！」という皆様の
気持ちを宣言として登録するもので、誰でも簡単に
参加できます。エコライフ宣言に登録し、県民運動
の輪を広げていきましょう！

●もったいない・あおもりエコライフ宣言の登録方法
　ホームページから登録してください。（県民の方の
登録については、個人情報は一切公開せず、登録人数
だけをホームページで公開しています。）
※エコライフ宣言の登録についてはこちらから行う
ことができます。
http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/rule-
ecolife-sengen.html
※これ以外の方法での登録を希望される場合は、青森
県庁環境政策課循環・環境産業グループまでご連絡く
ださい。
問青森県環境政策課循環・環境産業グループ
　☎０１７－７３４－９２４９
　ＦＡＸ０１７－７３４－８０６５

戦傷病者相談員、戦没者遺族相談員の
決定（地区担当）について
●戦傷病者相談員
▽氏名　石亀　敏春
▽住所　三戸郡五戸町大字豊間内字志戸岸４３番地
　☎０１７８−６２−６４６１
●戦没者遺族相談員
▽氏名　内澤　義宜
▽住所　三戸郡三戸町大字二日町６１番地１
　☎０１７９−２３−６３００

●広報たっこでは、皆様からの情報提供を
お待ちしています。
　紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場総務課企画振興グループ
☎２０−７１１１

戦後強制抑留者の皆様へ
　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支
給しています。
　対象者は、旧ソ連邦またはモンゴル国の地域にお
ける戦後強制抑留者で、平成22年６月16日に日本国籍
を有するご存命の方です。

（特別措置法施行日（平成22年６
月16日）以降に亡くなられた方
の相続人は請求できますが、施
行日前に亡くなられた方のご遺
族等は、対象となっておりませ
ん。）
　請求受付期間は、平成24年３
月31日までです。まだ請求されていない方はお急ぎく
ださい。請求期間内に特別給付金の支給の請求をし
なかった場合には、支給されません。
　請求書をお持ちでない方は、当基金から請求書類
をお送りしますので、至急、平和祈念事業特別基金
にお電話ください。
※既に特別給付金を支給された方は、再度の請求は
できません。
▼ご連絡・お問い合わせ先
　独立行政法人平和祈念事業特別基金事業部特別給
付金認定担当
☎０５７０−０５９−２０４（ナビダイヤル）

（IP 電話、PHS からは☎０３−５８６０−２７４８）
▽受付時間　平日午前９時～午後６時
　（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

八戸税務署からのお知らせ
　東日本大震災により住宅や家財、自動車などに損害
を受けられた方は、雑損控除等の適用により平成22年
分にさかのぼって所得税の還付や軽減・免除を受ける
ことができます。
　「手続きが分からない」、「必要な書類がない」等の
相談も受け付けています。
　また、国税の納付が難しい場合は、猶予を受けるこ
とができます。
　詳しくは、税務署にご相談ください。
問八戸税務署☎０１７８−４３−０１４１
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
安
全
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
使
用
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
暖
房
器
具
の
取
扱
い

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
。

▽
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
、

完
全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行

う
。

▽
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認

し
て
か
ら
補
給
す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
対
策

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室

等
、
正
し
い
場
所
に
設
置
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日（
日
）〜
12
月
20
日（
火
）

　

こ
の
時
期
、
お
酒
を
飲
む
機

会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
警
察
で
は
パ
ト
ロ

ー
ル
や
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。
事
故
の
な
い
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
年
始
の
犯
罪
と
事
故
を

防
止
し
よ
う

◇
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い

　

戸
締
ま
り
は
確
実
に

◇
ス
ー
パ
ー
等
混
雑
す
る
場
所

で
は
ス
リ
に
注
意

◇
車
に
は
ロ
ッ
ク
、
貴
重
品
は

車
内
に
置
か
な
い

◇
冬
休
み
で
開
放
感
に
浸
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に

も
目
配
り
を

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
警
察

で
は
特
別
警
戒
に
入
り
ま
す
。

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
〜

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

編
集
後
記

　

11
月
12
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
青
森
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ「
石

亀
協
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、
町
内
の
ほ
か
県
内
外
か
ら
２
０
０

人
近
く
の
来
場
者
を
迎
え
て
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、

「
生
演
奏
に
感
動
し
た
」「
美
し
い
音
色

に
癒
さ
れ
た
」「
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵

ま
れ
て
幸
せ
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
石
亀
さ
ん
と
の
ご

縁
が
あ
り
、
企
画
が
実
現
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
外
の
来
場
者
か
ら
は
「
田

子
町
に
素
晴
ら
し
い
施
設
が
あ
る
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
」「
こ
ん
な
立
派
な
施

設
が
あ
る
の
だ
か
ら
ま
た
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
６
年
に
建
設
さ
れ
た
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
、
残
念
な
が
ら
町
民
以
外
に
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
に
は
予
算
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
障
壁
は
あ
り
ま
す
が
、

「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
な
企
画

を
ま
た
実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

獣
よ
り
山
の
奥
へ
と
茸
採
り 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

休
み
田
の
模
様
と
な
り
ぬ
赤
の
ま
ま 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

い
び
つ
で
も
一
果
一
仏
木
瓜
は
実
に 

森
き
よ
し
（
清
）

頑
張
る
な
無
理
を
す
る
な
と
秋
の
風 

田
畑
幸
栄

初
霜
に
背
中
ま
ん
ま
る
牧
仔
牛 

川
村
キ
ヱ

藍
染
の
匂
い
強
め
て
夜
長
か
な 

堀
　
つ
や
子

熱
々
を
独
り
昼
餉
の
焼
秋
刀
魚 

山
本
一
枝
子

軍
馬
み
な
征
き
て
還
ら
ず
萩
は
実
に 

柳
　
青
郷
（
政
司
）

取
り
立
て
の
何
を
食
べ
て
も
旨
い
秋

 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

木
道
の
ど
こ
ま
で
続
く
草
紅
葉 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

浄
め
塩
打
っ
て
白
露
の
地
鎮
祭 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句



1

　

上
郷
保
育
園
で

は
、
食
育
の
一
環
と

し
て
園
の
畑
に
春
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

を
植
え
、
給
食
の
食

材
と
し
て
活
用
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
毎

日
野
菜
の
水
や
り
を

し
、
成
長
を
楽
し
み
に
お
世
話

を
し
、
雨
が
続
く
と
「
水
や
り

が
で
き
な
い
ね
」
と
残
念
が
る

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
や
り
の
際
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

葉
っ
ぱ
の
上
を
歩
く
青
虫
を
見

て
は「
な
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
か
な
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
お
い
し
い
か
な
」

な
ど
と
会
話
も
は
ず
み
、
虫
な

ど
に
も
興
味
を
持
ち
過
ご
し
ま

し
た
。　

　

保
護
者
の
方
々
か
ら
苗
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
、
春
は
じ
ゃ

が
い
も
植
え
か
ら
始
ま
り
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ

ャ
ベ
ツ
・
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
・
レ
タ
ス
・

枝
豆
・
な
す
・
ピ

ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・

き
ゅ
う
り
・
か
ぼ

ち
ゃ
・
里
芋
・
さ

つ
ま
い
も
と
、
畑

は
い
ろ
ん
な
野
菜

で
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
の
時
を
迎
え
る
と
、
毎

朝
の
よ
う
に
畑
に
行
っ
て
新
鮮

な
野
菜
を
収
穫
し
、
給
食
の
先

生
か
ら
調
理
し
て
も
ら
い
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
野
菜
嫌
い
の
子
ど
も

も
「
こ
の
野
菜
は
保
育
園
の
畑

で
と
れ
た
の
よ
」
と
話
す
と

「
お
い
し
い
ね
」
と
残
さ
ず
食

べ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

　

今
年
は
苗
植
え
・
い
も
掘
り

と
お
ば
あ
さ
ん
方
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
今
年
同
様
、
皆
様
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
み

な
が
ら
菜
園
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
話
題
　 

上
郷
保
育
園

誕生

●日向琴
ことね

音（信二・さとみ）／夏坂
●平山詩

うたの

乃（慶一・香菜子）／矢田郎
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●眞田道輝（77歳）関上
●佐藤いと（89歳）野々上
●三田イネ（70歳）矢田郎
●袖村　繁（80歳）袖平
●田沼みき（88歳）上野
●吉田　満（75歳）新田
●向井史芳（75歳）北側
●櫻川　盛（90歳）関上
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2253（−４）
人口／6558（−14）
男／3151（−９）
女／3407（−５）

（　）内は前月比です
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TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

●12月2日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月3日（土）
　お日様キャラバン
　（中央公民館）午後1:00〜3:30
●12月5日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●12月7日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●12月8日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●12月9日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●12月11日（日）
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前8:30〜11:00
●12月12日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後3:30
●12月13日（火）
　健診結果説明会
　（都市農村交流センター）午前10:00〜11:30

●12月14日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●12月15日（木）
　健診結果説明会
　（上郷公民館）午前10:00〜11:30
　（石亀研修センター）午後2:00〜3:30
●12月16日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後3:30
●12月19日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●12月20日（火）
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後3:30
●12月21日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●12月22日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後3:30
●12月26日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●12月28日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

12月の主な保健・介護予防事業予定表


